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　　　　　　　　　家族からのプレゼントだぜの

　レインボーヴィラ清津では16日、入所者のお誕生会を行いました。この日お祝いを受けた

のは、98歳のおばあちゃんを始めとする12月と1月生まれの22人で、上村正子施設長ふんす

るサンタさんが、家族から託されたプレゼントを一人一人に手渡しました。

リ
コ
ー
ダ
ー
で

　
　
　
　
　
全
国
大
会
出
場
が
決
定

　
－
貝
野
小
学
校
が
六
年
連
続
の
快
挙
ー

　
第
十
八
回
新
潟
県
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
が
六
日
、
長
岡
市
立
劇

場
で
開
催
さ
れ
、
貝
野
小
学
校
は
重
奏
・
合
奏
の
両
部
門
に
出
場
し
て

い
ず
れ
も
金
賞
を
獲
得
。
六
年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
県
内
二
十
七
の
小
学
校
が
出
場
し
、
音
楽
レ
ベ
ル

が
年
々
向
上
し
て
い
る
中
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

た
貝
野
小
学
校
の
演
奏
は
、
審
査
員
の
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
重
奏
の
部
で
は
、
六
年
生
四
人
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ー
ダ
・
ソ
ン
グ
・
ダ

ン
ス
を
演
奏
し
、
ま
た
、
合
奏
の
部
で
は
、
四
・
五
・
六
年
生
三
十
四

人
が
ル
ー
マ
ニ
ア
民
族
舞
曲
を
演
奏
。
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
金
子
保

子
先
生
は
「
県
大
会
で
は
演
奏
に
集
中
で
き
、
満
足
の
い
く
演
奏
が
で

き
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
は
県
大
会
で
注
意
さ
れ
た
こ
と
を
直
し
、
さ

ら
に
良
い
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
お
り
、
三

月
下
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
る
全
国
大
会
に
向
け
て
、
練
習
に
一
層
熱
が

入
っ
て
い
ま
す
。
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BSN主催こども音楽コンクールで優秀賞を
受賞したときの模様
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ンリーを設置する商工会青年部員
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ウ
リ
ス
マ
ス
リ
リ
⊃
で
村
セ
明
3
く

　
夜
、
山
崎
の
商
店
街
を
通
る
と
大

き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
輝
い
て

い
る
の
に
気
付
き
ま
し
た
か
？

　
こ
れ
は
村
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
と

明
る
く
し
よ
う
と
、
商
工
会
青
年
部

（
大
口
道
雄
部
長
・
四
十
人
）
が
六

日
、
国
道
一
一
七
号
線
沿
い
の
三
ヵ

所
（
清
水
パ
ン
前
、
佐
藤
モ
ー
タ
ー

ス
前
、
山
徳
商
店
前
）
に
特
製
の
ツ

リ
ー
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　
大
口
部
長
の
発
案
に
よ
り
今
年
初

め
て
試
み
た
こ
の
ツ
リ
ー
に
は
、
お

よ
そ
六
百
個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
付
け
ら
れ
、
夕
方
か
ら
午
後
十
時

こ
ろ
ま
で
点
灯
さ
れ
て
い
ま
す
。
ツ

リ
ー
の
台
部
分
は
中
沢
木
工
さ
ん
が
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黎
瓢
懸
・
．
剛
　
　
　
厭
四

協
力
し
て
製
作
し
、
そ
の
上
に
飾
り

付
け
た
ツ
リ
ー
を
立
て
た
も
の
で
費

用
は
し
め
て
二
十
万
円
也
。

　
同
青
年
部
で
は
毎
年
少
し
ず
つ
数

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
し
て
お
り
、

国
道
拡
幅
と
相
ま
っ
て
素
適
な
街
並

が
演
出
さ
れ
そ
う
で
す
。

お
も
ち
セ
つ
い
マ
楽
し
む

　
高
道
山
小
学
校
で
は
十
一
月
二
十

九
日
、
お
み
こ
し
を
か
つ
い
だ
り
、

も
ち
つ
き
を
し
て
楽
し
む
“
あ
す
な

ろ
祭
り
”
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
昔
、
出
稼
ぎ
に
出
る

父
親
を
励
ま
し
、
出
稼
ぎ
先
で
の
健

康
と
安
全
を
祈
っ
て
行
わ
れ
た
も
の

で
し
た
が
、
今
で
は
出
稼
ぎ
に
行
く

人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
、
児
童

と
父
兄
の
触
れ
合
い
を
深
め
る
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
学
年
の
児
童
は
自
分
で
杵
を
持

っ
て
つ
き
ま
し
た
が
、
低
学
年
で
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
父
兄
か
ら
手
伝
っ
て
も

～1、Ω

ぢ

ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　
つ
い
た
も
ち
は
早
速
、
あ
ん
こ
も

ち
や
き
な
粉
も
ち
、
ぞ
う
煮
な
ど
に

料
理
さ
れ
、
参
加
者
の
お
な
か
を
満

た
し
て
い
ま
し
た
。

父兄から手伝ってもらって「よいしょ」

　難1麟　．旨譲　馨

難しい手話も楽しく覚えました

手
話
が
で
キ
、
3
ん
だ
よ

　
南
保
育
所
で
は
十
日
、
保
護
者
を

招
い
て
ミ
ニ
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て

き
た
演
技
や
歌
が
披
露
さ
れ
る
と
、

母
親
た
ち
は
、
家
庭
で
は
め
っ
た
に

見
ら
れ
な
い
我
が
子
の
真
剣
な
表
情

に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
園
児
全
員
で
歌
っ
た
「
友

だ
ち
に
な
る
た
め
に
」
は
、
手
話
を

交
え
な
が
ら
の
楽
し
い
歌
で
す
が
、

こ
れ
は
南
保
育
所
が
、
お
年
寄
り
を

い
た
わ
る
心
を
養
っ
て
も
ら
お
う
と

手
話
を
歌
の
中
に
取
り
入
れ
た
も
の

で
、
年
少
組
の
子
供
た
ち
は
年
長
組

の
子
供
の
手
話
を
見
よ
う
見
ま
ね
で

覚
え
、
難
し
い
手
話
を
し
っ
か
り
自

分
の
も
の
に
し
て
い
ま
し
た
。



角
間
で
テ
し
ビ
番
組
セ
収
録

　
今
を
と
き
め
く
俳
優
の
小
林
稔
侍

さ
ん
や
女
優
の
紺
野
美
沙
子
さ
ん
ら

が
出
演
す
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
収
録

が
、
十
三
日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、

角
問
の
山
田
虎
栄
さ
ん
の
旧
宅
を
使

っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
関
西
テ
レ
ビ
で
放
映
（
関

東
地
方
で
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
で
放
映
）

さ
れ
る
番
組
「
ミ
ス
タ
ー
天
気
予
報

本
日
快
晴
」
の
ロ
ケ
で
、
山
の
中
の

一
軒
屋
で
訪
れ
る
人
も
あ
ま
り
な
い

と
い
う
設
定
の
下
で
ス
ト
ー
リ
ー
が

会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷹

進
む
も
の
で
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

外
で
は
雪
が
ち
ら
つ
き
、
ス
タ
ッ
フ

の
問
か
ら
は
思
わ
ず
「
い
い
ね
え
。
」

と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
番
組
は
一
月
十
七
日
㈲
午
後

九
時
か
ら
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

角間での収録風景

来
年
四
月
か
ら

役
場
膝
毎
週
土
曜
目

休
ま
せ
て
騨
距
だ
き
ま
す

　
ゆ
と
り
あ
る
豊
か
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
労
働
時
間
の
短
縮
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　
完
全
週
休
二
日
制
は
、
国
の
機
関

で
五
月
か
ら
、
県
の
機
関
は
八
月
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
中
里
村
役
場

で
は
来
年
四
月
か
ら
、
す
べ
て
の
土

曜
日
を
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ヱ
シ
ぎ
ヨ
イ
ノ

　
　
　
ア
メ
リ
め
を
つ
イ
つ

　
ア
メ
リ
力
人
と
共
に
日
常
生
活
体

験
を
通
し
て
、
ア
メ
リ
力
文
化
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
サ
ザ
ン
・
イ
リ
ノ
イ
・
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
新
潟
校
で
は
、
ア
メ
リ
力
生

活
体
験
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。　

村
で
は
身
近
か
で
ア
メ
リ
カ
の
生

活
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
こ
の
生

活
体
験
を
村
民
研
修
事
業
の
一
環
と

し
て
取
り
入
れ
、
参
加
さ
れ
た
方
に

は
経
費
の
八
割
を
補
助
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

期
日
二
月
二
十
七
日
d
D
・
二
十

　
　
　
　
八
日
㈲
の
一
泊
二
日

場
所
サ
ザ
ン
・
イ
リ
ノ
イ
・
ユ

　
　
　
　
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
新
潟
校

　
　
　
　
北
蒲
原
郡
中
条
町
長
橋
上

　
　
　
　
四
三
九
ー
一

募
集
対
象
　
県
内
在
住
の
高
校
生
以

　
　
　
　
上
の
四
十
名
程
度

（
社
会
人
二
十
名
、
高
校
生
二
十
名
）

参
加
費
　
八
千
円

申
込
み
〆
切
　
一
月
二
十
九
日
必
着

※
詳
し
い
案
内
書
は
役
場
開
発
課
企

　
画
開
発
係
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

最
低
賃
金
麟

　
　
　
　
四
帯
望
薗
六
十
円

　
新
潟
県
の
最
低
賃
金
が
時
間
額
で

五
百
四
十
五
円
、
日
額
四
千
一
二
百
六

十
円
と
決
ま
り
、
十
月
一
日
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
最
低
賃
金

信
、
次
の
産
業
別
賃
金
に
該
当
し
な

い
業
種
・
業
務
で
、
県
内
の
事
業
場

で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

産
業
別
最
低
賃
金

電
気
機
械
器
具
製
造
業

　
　
　
時
間
額
　
六
百
二
十
四
円

　
　
　
日
額
　
四
千
九
百
八
十
七
円

　
※
十
二
月
三
十
日
か
ら
実
施

各
種
商
品
小
売
業

　
　
　
時
間
額
　
五
百
九
十
円

　
　
　
日
額
　
四
千
七
百
二
十
円

　
※
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
実
施

自
動
車
小
売
業
（
中
古
車
小
売
業
を

除
く
）

　
　
　
時
間
額
　
六
百
二
十
円

　
　
　
日
額
　
四
千
九
百
五
十
二
円

　
※
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
実
施

工
業
続
欝
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
　
讐
協
力
セ

　
製
造
業
の
事
業
所
を
対
象
に
、
十

二
月
三
十
一
日
現
在
で
全
国
一
斉
に

工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
わ
が
国
の
製
造
業
の

姿
や
活
動
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
目
的
で
、
調
査
の
結
果
は
広

い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
下
旬
か
ら
一
月
上
旬
に
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

十
日
町
市
高
篶
職
業
訓
練
校

平
成
五
年
度
生
徒
募
集

　
入
校
案
内
書
は
役
場
住
民
ホ
ー
ル

に
あ
り
ま
す
。

科　　　　目 定員 期　間

事　　務　　科 10 1　年

製　　図　　科 15 6ヵ月

コンピューター科 15 6ヵ月

ワープロ科 10 15日間

測　　量　　科 20 3力丹

造　　園　　科 10 3ヵ月

建　　築　　科 10 3日間

広報躍び豊と：お知らせ版　平成4年12月25日3



　12目25目～1月11日
暮らしのカレンダー

25働
行政相談　合老人福祉センター　（D13：30～16：00

心配ごと相談（根津敬）　合老人福祉センター　（D13：30～16：00

26ω 役場閉庁日

27（日）

28㈲ 役場仕事納め

29㈹

30㈱

31休）

1働 元日

2ω

3（日）

4㈲ 役場仕事始め

5㈹

6㈱ 消防出初式　合総合センター　010：00～

7㈲

8樹
名刺交換会　合ユーモール　（D11：00～

小中学校始業式

心配ごと相談（村山篤稔）倉老人福祉センター　（D13：30～16：00

9ω 役場閉庁日

10（日）

11㈲ 乳幼児健診　合保健センター　013：00～

　　　　　※糞更騰悉場欝懸あ9論鶴．羅鶏の際ぽ確認蓬お願慈灘講縁。
　　　　　　　　ぽ
　　　　　　　　　　　　　 　　

懲鞭懸覇・嚢、難　p『．．．

⑳山・医院禅講
⑳大熊内科医院禅講

②大坪医院禅謝1

⑳至誠堂医院簿講

②庭野医院禅講
②大島医院禅講1

⑭輿病院響剥
⑳津南病院鷺謂

火事・救助・救急車は

119番へ

　役場は休日・夜間不在となります

ので、火事の通報は119番へお願い

します。

　119番の通報はあわてずに落ち着い

て、正確に話してください。部落名、

世帯主名、近くに目標となるような

建物がある場合は、それも告げてく

ださい。消防署からいろいろな指示

や質問をすることがありますが、救

急車や消防車は既に現場に向かって

います。

　これからの寒い時期、火を使う機

会が多くなりますので、火の取り扱

いに充分注意しましょう。

今月の納税と振替日

i国民健康保険税　　（12月25日）

■国民年金保険料　　（12月25日）

■保育料 （12月25日）
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